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村
民
娯
楽
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
村
民
娯
楽
大
会
が
次
の
通
り
開
催
さ

れ
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
一
月
十
八
日

ま
で
に
公
民
館
（
電
話
二
四
九
三
）
へ

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
一
、
日
時

　
　
五
十
四
年
度

　
新
潟
県
農
業
大
学
校
で
は
、

十
四
年
度
の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
月
、
一
十
、
日
午
前
九
時

　
　
、
種
目
　
囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
、

　
　
　
　
　
　
百
人
一
首

　
　
、
場
所

　
　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
但
し
、
参
加
者
の
少
な
い
種
目
は
中

止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

県
農
業
大
学
校
生
募
集

　
　
　
　
昭
和
五
　
　
　
　
巻
（
魯
〇
二
五
六
七
働
三
一
四
』
）

O
募
集
人
員
　
六
十
人

学
科

専
攻
部
門

農
　
産

農
　
産

園
　
芸

施
設
園
芸
、
露
地
園
芸

畜
　
産

酪
農
、
肉
用
午
、
養
豚

の
応
募
資
格

　
高
校
卒
業
者
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

　
と
認
め
ら
れ
る
、
お
お
む
ね
二
十

　
五
才
以
下
の
人

日
修
業
年
限
　
二
年

四
願
書
受
付
期
間

　
五
十
四
年
一
月
十
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
一
月
三
十
一
日
ま
で

㊨
願
書
提
出
先

　
新
潟
県
農
業
大
学
校

　
〒
九
五
三
　
西
蒲
原
郡
巻
町
大
字

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
農
業
大

　
学
校
ま
た
は
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及

　
所
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

過
剰
ね
ん
糸
機
の
買
上
げ

　
希
望
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

日
本
撚
糸
工
業
組
合
連
合
会
で
は
昭
和

五
四
年
度
過
剰
撚
糸
機
の
共
同
廃
棄
事

業
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
買
い
上

げ
希
望
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

対
象
者
は
地
区
組
合
に
加
入
し
て
お
る

業
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
非
組
合

員
も
買
上
げ
希
望
の
あ
る
業
者
に
つ
い

て
は
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
希
望
の
あ
る
方
は
、
大
至

急
昭
和
五
四
年
一
月
十
三
日
ま
で
に
十

日
町
撚
糸
協
同
組
合
（
住
所
・
十
日
町

市
本
町
六
丁
目
・
電
話
②
三
七
二
七
番

）
宛
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
嚢
　
　
　
　
　
　
　
〆
泥
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

自
銀
と
な
る
夜
躬
ぬ
ち
に
鶴
翔
た
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

県
境
の
稜
線
雪
を
被
て
光
る
・
糠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
灯
石

が
ぜ
垣
振
り
碗
櫃
の
輿
冬
が
来
て
し
ま
5

／
㏄
－
蓼
ン
味
石

湯
．
納
罐
．
．
．
磯
．
舞

．
憾
謬
く
響
晩
勢
護
纂
ー
、
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ズ
　
ヘ
ガ

難纏叢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
夫

る
い
る
い
と
白
雲
殖
ゆ
る

き　
　
人
生
往
来

染廣桑樋吉太◎
矢田原口樂島産

　
．
、
』
　
　
　
　
　
　
　
　
・
“
　
深
雪

こ
ぼ
る
る
や
夕
べ
明
り
に
式
部
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
子
敷

朝
寒
や
越
後
連
峰
雪
化
粧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
雪

　
中
里
文
芸
十
二
月
投
稿

産
難
饗
婁
蜜
④
橘
叢
曝
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
風
邊
…

　
畜
紳
軒
靴
む
糞
び
し
評
旗
根
贈
き
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砦
印
鴛
澱
藁
、

　
今
掃
い
た
ば
か
り
の
庭
に
落
葉
敷
く
　
　
　
　
　
厩
、
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
瓜
寺
醜
、

　
　
ノお
賓
来
し
順
に
川
棄
駿

浄
、

妻
党

清知　一一吉声
美美旭穂馬秋

石
澤
久
美
子

石
澤
恵
美
子

松松三武寛壽喜勝
夫夫正夫二一治治

田田芋干東桔宮芋
　　　　田梗
沢沢川溝尻原中沢

◎
高
砂
癖
響
鶉

漏
繍
野
釧
鮭

癖
駿
鵯

緬
灘
襲

緬
赫
製

（
二
ε
朴
木
沢

（
き
朴
木
沢

（
一
…
田
中

（
一
三
）
上
山

（
二
八
）
芋
川

（
二
四
）
津
南
町

（
美
）
田
代

（
一
三
）
津
南
町

（
二
八
）
上
山

（
一
…
十
日
町

緬翻翻斡疎
治

樋
口
秀
夫 渡

辺
　
　
一
（
毛
）
高
道
山

富
井
喜
代
子
（
一
…
市
之
越

吉
樂
千
年
（
一
一
八
）
宮
中

田
口
　
町
子
（
毫
）
川
西
町

山
田
勝
己
（
雪
）
宮
中

滝
沢
美
智
子
（
…
〉
津
南
町

七七五…三

宮
中

小
　
原
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私たちの村

響
私たちの村

　一一＝
＿≡r　　　　　　　　二ニニ＝

人　口 7，278（十3）

　　　　　π　　一、＿．＝　　　三≡≡葭　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲

　　　　τ

　　　　　『

男 3，611（十1）　　　　　　　　　一 一一一　　　　　　　　一　三ヨ
　　　　　　三τ　』』三ヨ

…憂ξ≡…　言謂 女 3，667（十2）

　　　　　一マ　　＿
　　　　　一　…

世帯数 1，669（十4）

鰍葛麟」　　　　　　　　　　11月　30　日現在

＝

11月30日現在

発行所

新潟県中魚沼郡

中里村公民館

毎月　1回25　日

定価　1部　5円

P
　
l
　
I
　
o
　
I
　
l
　
l
　
，
　
I
　
I
　
I
　
一
　
一
　
一
　
，
　
ー
　
I
　
o
　
o
　
』

　
十
二
月
に
入
っ
て
村
内
の
四
ケ
所
に

「
小
さ
な
学
校
」
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
冬
期
間
、
本
校
ま
で
通
学

す
る
の
が
困
難
な
た
め
に
開
設
さ
れ
た

冬
期
分
校
で
、
今
年
は
市
之
越
、
清
田

山
、
東
田
尻
の
各
部
落
と
、
そ
れ
に
原

町
、
新
里
部
落
の
中
間
に
一
校
の
計
四

校
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
校
と
も
部
落
の
公
民
館
な
ど
を
か

り
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
之

越
分
校
で
は
三
名
の
児
童
に
先
生
一
人
、

清
田
山
分
校
は
九
名
の
児
童
に
先
生
三

人
、
東
田
尻
分
校
は
児
童
四
名
に
先
生

一
人
、
又
、
大
原
分
校
は
児
童
四
名
に

先
生
二
人
と
い
ず
れ
も
“
ミ
ニ
分
校
”

　
写
真
を
撮
り
に
訪
れ
た
市
之
越
分
校

で
は
丁
度
国
語
の
授
業
中
。

か
つ
て
は
三
十
数
名
が
机
を
並
べ
て
い

た
と
い
う
こ
の
分
校
で
す
が
、
今
年
は

三
人
の
二
年
生
が
机
を
一
列
に
並
べ
て

元
気
に
勉
強
し
て
お
り
、
教
室
の
後
ろ

に
置
か
れ
た
植
木
鉢
の
中
に
は
理
科
の

教
材
に
す
る
の
尤
と
い
う
植
物
の
若
芽

が
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
恒
例
の
年
賀
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
一
、
期
日
　
一
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
半
よ
り

　
一
、
会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
一
、
会
費
　
一
人
、
五
〇
〇
円
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「
年
金
手
帳
を
大
切
に
」

我
が
国
に
は
国
民
年
金
を
は
じ
め
、
厚

生
年
金
、
船
員
保
険
、
各
種
共
済
組
合

な
ど
「
公
的
年
金
」
と
呼
ば
れ
る
八
つ

の
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
の

三
つ
の
年
金
制
度
は
、
社
会
保
険
庁
で

取
り
扱
っ
て
お
り
こ
の
い
ず
れ
か
の
年

金
制
度
に
加
入
し
ま
す
と
、
　
「
年
金
手

帳
」
が
加
入
者
の
み
な
さ
ん
に
交
付
さ

れ
ま
す
。
以
前
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
年

金
制
度
で
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
「
被
保

険
者
証
」
や
「
国
民
年
金
手
帳
」
を
交

付
し
て
い
ま
し
た
が
、
加
入
者
の
み
な

さ
ん
の
便
宜
を
考
え
、
三
つ
の
年
金
制

度
を
セ
ッ
ト
し
た
一
冊
の
「
年
金
手
帳
」

に
切
り
替
え
ま
し
た
。
こ
の
「
年
金
手

帳
」
に
は
、
三
つ
の
年
金
制
度
の
そ
れ

ぞ
れ
に
記
号
番
号
が
記
入
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
記
号
番
号
は
そ
の

人
の
一
生
を
通
じ
て
同
じ
も
の
が
使
用

さ
れ
る
の
で
、
加
入
者
に
と
っ
て
は
“
分

身
”
と
も
言
え
る
大
切
な
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
同
じ
年
金
制
度
に
お
い
て

二
つ
以
上
の
記
号
番
号
を
持
つ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
二
つ
以
上
の
記
号

番
号
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
国
民
年
金

の
場
合
は
、
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係

に
、
厚
生
年
金
の
場
合
は
社
会
保
険
事

務
所
へ
申
し
出
て
ド
さ
い
。
そ
の
結
果

二
つ
以
h
の
記
号
番
号
と
加
入
期
間
は

整
理
さ
れ
、
正
し
い
記
号
番
号
と
加
人

期
間
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
　
「
年
金
手
帳
」
を
紛
失
し
た
り

汚
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
申
し
出
れ

ば
“
再
交
付
”
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
「
年

金
手
帳
」
は
将
来
、
年
金
を
受
け
る
と

き
に
必
要
な
も
の
で
す
か
ら
、
大
切
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
飯
山
線
は
、

忘れないうちに、

　　メモをしておきましょう

　　　幽
、
へ
・

縣
鍵

グ
＼
　年金手帳

　
　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
の
、

町
や
村
を
結
ん
で
走
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
冬
も
輸
送
確
保
に

⑱．，編

（こ一へ　　　　 ！へ／、へ　 ／｛￥

氏　　／1＼一一　　＿
誠
幽

〆
（

ノ　　秘

　　汐一　　　　／へ

％バ
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

沿
線
除
雪
に
は
な
に

と
ぞ
ご
協
力
を
！

　
今
年
も
雪
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
線
路

の
雪
を
と
り
の
ぞ
く

た
め
ラ
ッ
セ
ル
や
ロ

ー
タ
リ
i
車
の
出
動

回
数
が
多
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
作
業

を
し
な
が
ら
走
る
の

で
速
度
が
遅
く
、
踏

切
に
さ
し
か
か
っ
て

も
な
か
な
か
通
り
過

ぎ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

チ
ン
チ
ン
は
鳴
っ
た

ま
ま
だ
し
、
し
ゃ
断
棒
は
ド
が
っ
た
ま

ま
。
そ
こ
で
．
故
障
［
・
と
早
合
点
さ
れ
て
、

棒
を
無
理
に
押
し
あ
げ
た
り
す
る
と
本

当
に
「
故
障
」
に
な
っ
て
“
危
険
”
で

す
。少

し
長
く
チ
ン
チ
ン
が
鳴
り
、
し
ゃ
断
棒

が
ド
が
っ
て
い
て
も
「
雪
を
と
り
の
ぞ

き
な
が
ら
、
ラ
ッ
セ
ル
や
ロ
ー
タ
リ
ー

が
く
る
」
と
お
考
え
く
だ
さ
っ
て
し
ば

ら
く
ご
辛
抱
く
だ
さ
い
。

例
年
冬
期
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
は
踏

昭和54年度中里村奨学金

希望申し込みは3月15日までに

　
中
里
村
育
英
事
業

委
員
会
で
は
昭
和
五

十
四
年
四
月
か
ら
の

育
英
資
金
貸
与
希
望

申
し
込
み
を
次
の
要

領
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

⑦
申
し
込
み
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
者
、
又
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
資
格

を
有
す
る
者
で
大
学

入
学
を
希
望
し
て
い

る
人
、
又
は
現
在
大

学
に
在
学
し
て
い
る

人
。
②
貸
与
予
定
人
数

　
五
名
以
内

③
申
し
込
み
方
法

切
事
故
が
冬
期
以
外
の
月
に
比
べ
五
割

（
四
六
九
件
）
近
く
増
加
し
ま
す
。

こ
れ
は
雪
の
た
め
、
踏
切
で
の
ス
リ
ッ

プ
、
落
輪
、
エ
ン
ス
ト
が
増
加
す
る
た

め
で
す
。
雪
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め

冬
期
間
使
用
停
止
す
る
踏
切
数
を
増
や

し
、
除
雪
時
の
一
時
的
な
交
通
規
制
融

雪
消
雪
設
備
の
新
設
等
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
冬
の
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
長
野
鉄
道
管
理
局

　
貸
与
希
望
者
は
、
次
の
書
類
を
添
え

て
、
二
月
十
五
日
ま
で
に
育
英
事
業
委
員

会
（
教
育
委
員
会
内
）
あ
て
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

　
O
資
金
貸
与
願
　
　
　
　
　
（
二
通
）

　
O
身
分
証
明
書
　
　
　
　
　
（
一
通
）

　
○
健
康
診
断
書
　
　
　
　
　
（
一
通
）

　
尚
、
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
事

務
局
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

寄
付
金
寄
せ
ら
れ
る

白
羽
毛
区
長
樋
口
忠
蔵
さ
ん
が
社
会
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
観
音
様

の
祭
銭
四
二
四
二
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会
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今
冬
の
除
雪
計
画
に

今
冬
の
除
雪
、
圧
雪
路
線
に
つ
い
て
村

の
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画

が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
に
は
沿
線
住
民

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。
屋
根

の
雪
下
し
、
各
戸
の
出
入
口
の
排
雪
等

多
く
の
問
題
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
冬
期
間
の
交
通
確
保
は
地
域
民

の
最
大
優
先
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、
除

冬期除、圧雪路線計画図昭和53年度

（中里村）

○
磁

　
　
　
つ
い
て

雪
作
業
に
あ
た
っ
て
の
協
力
方
に
つ
い

て
何
分
の
ご
配
慮
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

一
、
除
雪
作
業
の
際
、
各
戸
の
出
入
口

　
が
ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
ご
迷
惑
で
も
各
戸
に
お
い
て
手

直
し
願
い
ま
す
。

二
、
屋
根
の
雪
下
し
の
際
、
止
む
な
く

　
路
上
へ
雪
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

○児童館

　
い
所
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
が

　
一
車
線
を
必
ず
確
保
す
る
よ
う
各
戸

　
に
お
い
て
処
理
願
い
ま
す
。

三
、
除
雪
作
業
に
伴
い
排
雪
場
所
が
必

　
要
と
な
り
ま
す
。
排
雪
場
所
の
確
保

　
が
出
来
な
い
場
合
は
、
除
雪
作
業
中

　
止
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
点
に

　
つ
い
て
は
極
力
皆
様
方
の
ご
協
力
を

願
い
ま
す
。

四
、
除
雪
対
象
路
線
へ
の
車
の
駐
車
、

　
放
置
は
除
雪
作
業
遂
行
不
能
の
原
因

　
で
す
の
で
、
絶
対
避
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

薫
一
鴇
講

　
待
避
所
も
同
様
に
願
い
ま
す
。

五
、
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
の
で
、

　
係
員
の
指
示
に
従
い
機
械
に
接
近
し

　
な
い
様
願
い
ま
す
。

六
、
除
雪
作
業
に
伴
い
不
都
合
な
点
が

　
生
じ
ま
し
た
ら
必
ず
区
長
さ
ん
を
通

も
毒

〆

　
￥
￥
＼

、
、

＼
、

桂

㊥
～
・
騨

　
　
　
　
、
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葉
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し
て
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
戸
々
か
ら

　
の
苦
情
等
は
一
切
受
け
つ
け
ま
せ
ん

※
幅
員
狭
少
、
家
屋
連
担
な
所
が
数
多

　
く
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
地
域
の
皆

　
様
方
か
ら
は
特
に
ご
協
力
を
お
願
い

　
申
し
上
げ
ま
す
。

原
町

新
里

＼、．覆○着
＿狸＿

東
田

沢

区分 凡　　　　　例
第一種

羅
常時2車線確保

第二種

悪
常時1車線確保

A

一
1車線確保を目標とする

B
A路糸石　呆の二ゆ＿りの

ある一C ブ『レ又は雪陣による圧雪

至｝日

田
音

圭二倉

「
親
子
ス
キ
ー
教
室
」

　
　
　
　
が
開
か
れ
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

子
供
に
、
ス
キ
ー
に
行
こ
う
と
せ
が
ま

れ
て
尻
ご
み
を
し
て
い
る
大
人
は
い
ま

せ
ん
か
。
こ
の
冬
、
公
民
館
で
は
村
内

の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
と
共
催
で
「
親
子
ス

キ
i
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

　
「
つ
ま
り
会
」
は
村
内
の
農
業
後
継

者
の
集
ま
り
で
す
。
四
年
前
に
農
業
改

良
普
及
所
の
呼
び
か
け
で
結
成
さ
れ
て

子
供
と
一
緒
に
参
加
し
て
、
是
非
冬
の

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
く
だ

さ
い
。
期
間
は
、
～
．
．
一
月
に
か
け
て
五

回
の
予
定
で
、
原
則
と
し
て
親
子
一
組

五
回
続
け
て
出
席
で
き
る
人
を
募
集
し

ま
す
。
主
な
会
場
は
津
南
ス
キ
ー
場
。

参
加
申
し
込
み
は
一
月
士
二
日
迄
に
公

民
館
（
電
二
四
九
三
）
へ
。

二
十
日
頃
、
参
加
者
の
打
ち
合
せ
会
を

行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

以
来
、
農
業
技
術
の
交
換
と
研
修
、
会

員
の
親
睦
な
ど
着
実
な
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
一
様
な
形
で
農
業

に
と
り
組
ん
で
い
る
訳
で
は
な
く
、
水

稲
、
野
菜
、
花
卉
、
畜
産
な
ど
と
分
野

も
少
し
ず
つ
違
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
話
し
合
い
、
切
磋

琢
磨
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
一
つ
と
し

て
今
年
も
会
員
み
ん
な
の
協
力
で
管
理

し
て
作
っ
た
野
菜
を
農
業
祭
で
直
売
し

喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
会
員
は
、
卜
八
才
～
、
一
十
五
才
ま
で

で
、
現
在
一
、
一
卜
名
位
。
そ
ろ
そ
ろ
ほ
ん

と
に
妻
有
に
な
る
人
も
い
る
と
か
。


